
県庁文書について

今回展示を担当した公文書課で

保存している文章は、公文書と行

政資料に大きく分けられます。公文書は県

職員が作成したり取得した文書のことで、

公開中の戦前公文書と、整理中の戦後の永

年保存文書・有期限文書に分かれます。行

政資料は県機関などで発行される印刷物で

す。県庁に保存されてきたこれらの文書を

総称して、県庁文書とよんでいます。

当館では、戦前の公文書を 1万 4千冊あ
まり所蔵し、いつでも利用できるよう公開

しています。例えば、戦前の秋田県の鉄道

に関する歴史を調べたい場合は、鉄道建設

に関わる担当係のあった土木部の公文書を

見ていくことになります。

公文書は、普通は関係書類が一括されて、

一年分あるいは数年間分がまとめら

れています。これを簿冊 (ぼさつ)

といい、明治時代には、それぞれの

部課ごとに「OO課事務簿」という
形で綴じられていました。簿冊の最初に目

次にあたるものがあり、中にどのような文

書が綴じられているかわかるようになって

います。年代を追ってその目次をたどって

いくと、調べたいテーマに関係した資料を

探し出せるというようになっています。

部課ごとに、年度ごとに目次をつけて整

理された簿冊は、永年保存文書として文書

担当課によって後世に対して大事に保存さ

れてきました。

戦前の公文書がどのように保存されてき

たか、また、未来への遺産となるべき現在

の公文書はどのように保存されているのか

について、今回の展示でご覧ください。
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設立ブームのさなかでした。

『書類綴』には、明治20年に県書記官の羽生氏熟が作

成した秋田鉄道会社の創立案の他、会社の定款、鉄道敷

上:秋 田鉄道会社創立案(明治20年 )

設準備のための県内物産や河川運輸の調査などの文書が綴じられてい

ます。しかし私鉄計画は幻に終わり、県庁文書にも記録はこの 1冊に

しか残っていません。貴重な文書ですが県庁で作成された資料ゆえに

限界もあり、それ以上の内容を知るには民間の文書や新聞などを調べ

る必要があります。

敷設法」以後 (明治25～38年 )
の「鉄道敷設法」公布から明治38(1905)年の奥羽線全通ま

間について、関係の県庁文書は 6冊残っています。奥羽線の官

定後、26年に北線が青森で、翌年に南線が福島で起工されました。

秋田県内に路線工事が達したのは32年のことでした。

■1 精尋na業 _

奥羽線の敷設は鉄道庁 (後、鉄道局、 明治38年秋田駅前での奥羽糸

鉄道作業局)の仕事だったので、秋田県は直接に関わらず、土木行政

の部課の中で扱われた関係事務も限られた種類のものでした。

この期間の奥羽線関係の文書としては、横手町と浅舞村の路線誘致

に関するもの、十文字停車場入回の方向をめぐる地元の陳情に関する

もの、路線工事請負の土建業者への国道使用許可に関するものなどが

作られています。

また、明治29年から30年にかけて、奥羽線との連絡路線を県内に計

画した私鉄会社に関する文書が作られています。この時期は第 2次の

「鉄道熱」で、全国的に私鉄の設立がブームでした。船川、羽越、鹿

角、陸羽、奥羽中央など、その後の不況で幻となった会社の存在が確

認できます。私鉄の設立申請などは府県を経由したので、県庁文書に

記録されることが多いのです。
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右横 荘鉄道株式会社の

機関卓青
‐FJ:真
(大 正 7年 )

奥羽線全通以後 (田治38年～)
奥羽線が全通した後、羽越線 (秋田・新発田間 )、 船川線

(船川 。大久保間)、 横黒線 (横手・黒沢尻間)の官設が具体化

していきました。しかし、これら路線についても県庁文書に残

る記録は限られた内容のものです。羽越線については、大正 5

(1916)年から7年 にかけ、沿線町村からの路線や停車場に関す

る陳情書が、県を経由し鉄道院に提出されています。船川線に

ついては、同じ時期に県が進めていた船川築港工事との関わり

で作られた文書が多くを占め

ます。横黒線については 1冊

にまとまった簿冊が残ってい

ません。

これに対し、大正年間の私

鉄会社に関する簿冊は多く残

っています。羽越線や船川線の官設決定後、大館・盛岡間と大曲 。盛岡

間路線の必要が叫ばれた中、秋田鉄道株式会社 (大館・花輪間)や大生

鉄道株式会社 (大曲・生保内間)な どが計画されました。特に大生鉄道

は実現 しなかったため、

県庁文書の記録は貴重な

ものです。私鉄の設立申

請に関する文書には定款

や路線図もあるので、会

社の全体像がわかりやす

くなっています。

一方、奥羽線全通後、

鉄道による輸送が増加

し、小坂や花岡などの鉱山では専用鉄道が作られました。また、秋田大

林区署などでは国有林で伐採した木材を運ぶ森林軌道の敷設の許可を県

Jl日 の森林軌道 (原写真 石丼博 夫氏蔵 )

提出された花岡鉱山専用鉄道の

l:事図面の送 り状 (大 正 2年 )
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開通祝賀行事 (原写真 
「
l宮 利雄氏蔵 )



展示紹介の簿冊目録
資料番号 年 代 資 料 名 備 考

山崎1215 明治 18～ 27年 明治二十年代鉄道関係書類綴

明治26～ 30年 第二課鉄道事務係事務簿 鹿角郡小坂村鉱山鉱業人藤田組ヨリ鉱

業用軌道布設願之件 全
7912 明治30～ 36年 第二課事務簿 鉄道之部、雑款之部 全
5476 明治38～ 42年 内務部土木課事務簿 鉄道、道路、治水、雑款 全
明治42～45年 内務部土木課事務簿 鉄道之部 全
明治44～大正 2年 内務部土木課事務簿 鉄道之部 全

6099 大正 3～ 4年 内務部土木課事務簿 鉄道之部 一番
6 大正 3～ 5年 内務部土木課事務簿 鉄道之部 二番
6 大正 5～ 7年 内務部土木課事務簿 鉄道之部

6 大正 7～ 10年 内務部土木課事務簿 鉄道之部

6 大正 8～ 13年 内務部土木課事務簿 鉄道之部

資料番号 年 代 資 料 名 備 考

明治27年 平和街道筋鉄道布設二関スル調査表

明治27年 船川大久保間鉄道調査

5842 明治35～ 36年 十文字停車場入口変更二関スル書類綴 土木課

明治42年 軌道関係

6124 明治42～44年 船川築港同鉄道二関スル調書往復書類

大正元～ 6年 船川鉄道施設二関スル書類 図面共 三冊ノ内一
大正元～ 3年 秋田鉄道株式会社二関スル図面 図面共 四冊ノ内一

内務部土木課

6094 大正元～ 3年 秋田鉄道株式会社二関スル図面 第一号袋 四冊ノ内二
内務部土木課

大正元～ 3年 秋田鉄道株式会社二関スル図面 第二号袋、第二号袋 図面共
四冊ノ内三 内務部土木課

6096 大正元～ 3年 秋田鉄道株式会社二関スル図面 第四号袋、第五号袋、第六号袋

図面共 四冊ノ内四
内務部土木課

大正 2年 大館花岡間鉄道敷設二関スル書類 二冊ノ内一 内務部土木課
大正 2～ 5年 大館花岡間鉄道敷設二関スル書類 二冊ノ内二 内務部土木課
大正 3～ 6年 鍔出川筋発電用水利使用並軌道敷願 長田相輔 土木課

6 大正 4～ 5年 横荘鉄道二関スル書類 二冊ノ内一冊 内務部土木課
6 大正 5～ 6年 横荘鉄道二関スル書類 二冊ノ内二冊 内務部土木課
6 大正 5年 小坂専用鉄道二関スル書類 壱冊 内務部土木課
6 11 大正 5～ 7年 羽越沿岸鉄道敷設二関スル請願意見書類 土木課

6 大正 6～ 7年 横荘鉄道二関スル書類 内務部土木課

6 大正 7～ 8年 秋田軌道前田軌道関係書類 附須川軌道 土木課
6 12 大正 9年 大館軌道関係書類 土木課






